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3 )ヒドロシラン類とコバルトカルボニル触媒を組み合せることにより芳香族ニトリル類が相当する N ，
N ージシリルアミン類に容易に還元されることを見出し，本反応の反応過程を明らかにするとともに，
本反応が芳香族シアノ基に対する高い官能基選択性を有することを明らかにしている。
以上のように本論文は，ケイ素の特性をコバルト触媒反応に活用することにより新しい炭素鎖延長反
応および還元反応を創出し，それらの応用に関する基礎的な知見を提供したものでその成果は触媒化
学および有機合成化学の分野における学術ならびに応用面に貢献するところが大きい。よって本論文は
博士論文として価値あるものと認める。
-441-
